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　スクリーンに埋め込んだ複数のカメラから得られる画像をローカル
の対話者の位置に従って切り替えることによって、リモートの対話
者の視線の方向を正しく再現できる新しいビデオ会議システムを提
案しています。
　実験は、図３に示すローカルの位置関係で、リモート対話者には
スクリーンに映し出された1～ 7のマーカーの映像から一つのマー
カーを見つめてもらい、リモート対話者がどのマーカーを見ているか
被験者に回答してもらう、という方法で行いました。
　リモート対話者が、右、中央、左のカメラの前に座った場合、ロー

カルの被験者が右と左のカメラの前に座った場合の6通りの組合せ
で回答を得て、（ａ）被験者の座る位置によってリモートのカメラを切
り替えた場合と、（ｂ）中央のカメラに固定して切り替えなかった場合
とで、それぞれ被験者の回答したマーカー番号と正解の番号との混
同行列を作成し、これらを図４に示しています。
　図４に示すようにカメラを切り替えた場合の方が、正答率を示す
対角線上の数値が大きいことが判りました。この結果は、我々の提
案する方法が対話者の視線判断の精度を改善し，自然なアイコン
タクトを介した会話を実現可能であることを示しています。

　子供の創作物などを遠隔地で3D表示・3Dプリントしてコミュニ
ケーションを円滑にする遠隔再現3Dコピー機に向けた入力装置を
目標に、ToF（Time-of-Flight）３Dスキャナを開発しました。ToF

方式は小型化・高速化に優位性がありますが，精度が数ミリメート
ルと乏しく，高精度化が課題です。そこで，独自のToF変調方式と
高速電荷変調画素，参照光サンプリング法を考案・実装し、高精

度化を図りました。特に参照光サンプリング法では，距離精度が
200μmを超えるあたりから顕在化する光源トリガーのジッター（雑
音）を効果的に除去することができ，距離精度は64μmまで向上し、
対象物の3D形状取得にも成功しました。

図２ 対話者の位置に従ったカメラの切り替え 1図１ システム構成 1

図３ システムと被験者の位置関係 1 図４ 被験者の回答と正解との混同行列 1

図１　参照光サンプリングの概念1 図２　直径20mmの球を3D取込みした点群1

図３　猫のフィギュアの測定環境 図４　取込んで合成した3Dデータ
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